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全
国
の
離
島
関
係
者
が
成
り
行
き
を
注
視
し
て
お
り
ま
し
た
改
正

離
島
振
興
法
（
離
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）
は
、
平
成
二
四
年

六
月
二
〇
日
、
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
成
立
、
同
二

七
日
に
公
布
さ
れ
、
同
二
五
年
四
月
一
日
か
ら
予
定
通
り
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

混
迷
の
増
す
政
局
の
中
で
、
臨
時
国
会
へ
の
審
議
繰
り
延
べ
も
懸

念
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
離
島
振
興
計
画
の
策
定
や
、
来
年
度

の
事
業
実
施
に
向
け
た
予
算
要
求
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
す

る
と
、
遅
く
と
も
第
一
八
〇
回
通
常
国
会
会
期
中
で
の
成
立
が
必
須

で
あ
り
、
結
果
的
に
は
、
関
係
国
会
議
員
各
位
の
ご
尽
力
の
お
蔭
で

本
来
の
会
期
末
（
六
月
二
一
日
）
直
前
に
成
立
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

六
月
一
五
日
の
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
上
程
か
ら
同
本
会
議
、
参

議
院
国
土
交
通
委
員
会
を
経
て
、
同
本
会
議

の
採
決
ま
で
わ
ず
か
六
日
と
い
う
驚
嘆
す
べ

き
ス
ピ
ー
ド
で
あ
り
、
ま
さ
に
同
法
改
正
に

懸
け
る
関
係
各
位
の
熱
意
が
強
力
に
後
押
し

を
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

改
正
法
は
、
従
来
の
ハ
ー
ド
整
備
支
援
に

加
え
て
ソ
フ
ト
施
策
の
大
幅
な
拡
充
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
抜
本
改
正
と
い
う

評
価
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
り
、
私
は
離
島
振
興
の
地
平
を
切
り
拓

く
新
し
い
法
律
の
制
定
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
、
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
組
織
し
た

「
島
の
将
来
を
考
え
る
研
究
会
」（
座
長：

小
林
勇
造
社
団
法
人
日
本
リ
サ
ー

チ
総
合
研
究
所
理
事
長
）
で
は
、
新
た
な
島
の
振
興
へ
の
期
待
と
し
て
、

海
と
空
の
交
通
政
策
、
島
の
基
盤
づ
く
り
、
定
住
環
境
の
整
備
、
島

の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
各
種
雇
用
対
策
な
ど
の
推
進
を
骨
子
と
す

る
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
で
は
、
同
二
二
年
度
に
「
離
島
振

興
法
改
正
検
討
会
議
」（
座
長：

阿
比
留
勝
利
城
西
国
際
大
学
教
授
）
を
立

ち
上
げ
て
討
論
を
重
ね
、
離
島
市
町
村
長
の
意
見
や
現
地
調
査
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
国
益
に
資
す
る
離
島
の
機
能
発
揮
の
た
め
、
離

特
集
　
離
島
振
興
法
改
正
│
│
①
改
正
法
へ
の
期
待

改
正
離
島
振
興
法
に

期
す
る

本
来
の
会
期
末
直
前
に
成
立
し
た
改
正
法

●

法
改
正
実
現
ま
で
の
経
緯

●

全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長
　
白
川
博
一
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島
へ
の
真
の
安
定
定
住
を
可
能
と
す
る
改
正
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、「
離
島
一
括
交
付
金
（
仮
称
）」や「
離
島
特
区

制
度
（
仮
称
）」
の
創
設
な
ど
を
含
め
た
抜
本
改
正
に
向
け
て
、
本
会

を
は
じ
め
と
す
る
離
島
振
興
関
係
四
団
体
で
政
府
・
国
会
に
対
し
、

要
請
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
会
で
は
平
成
二
三
年
一
一
月
、
関
係
七
党
に
よ
る
「
離
島
振
興

法
改
正
に
向
け
た
与
野
党
実
務
者
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
、
本
年
五
月

ま
で
都
合
一
三
回
に
お
よ
ぶ
協
議
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
か

ら
の
要
望
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
法
律
案
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
全
党
全
会
派
が
参
画
し
て
の
法
改
正
協
議
は
、
昭

和
二
八
年
に
本
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
さ
に
法
制
史
に
特
筆
さ
れ
る
議
員
提
案
立
法
の
鑑
と
も
言
う
べ
き
、

画
期
的
な
法
改
正
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

七
党
の
代
表
と
事
務
局
担
当
議
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

民
主
党
　
山
田
正
彦
離
島
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
（
当

時
）
／
打
越
あ
か
し
同
事
務
局
長

自
由
民
主
党
　
武
部
勤
離
島
振
興
特
別
委
員
長
／
宮
腰
光
寛
同
事

務
局
長

公
明
党
　
遠
山
清
彦
離
島
振
興
対
策
本
部
長
／
山
本
博
司
同
事
務

局
長

み
ん
な
の
党
　
桜
内
文
城
政
策
調
査
会
副
会
長
（
当
時
）

日
本
共
産
党
　
赤
嶺
政
賢
離
島
振
興
対
策
委
員
会
責
任
者
／
塩
川

鉄
也
同
事
務
局
長

社
会
民
主
党
　
重
野
安
正
幹
事
長

国
民
新
党
　
下
地
幹
郎
幹
事
長

改
正
法
は
、
現
行
の
二
二
ヶ
条
に
一
四
ヶ
条
が
新
た
に
付
け
加
わ

っ
て
計
三
六
ヶ
条
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
国
の
責
務
規
定
や
所
管
七

大
臣
化
、
離
島
定
住
の
促
進
な
ど
が
明
記
さ
れ
、
人
流
・
物
流
コ
ス

ト
低
減
に
対
す
る
支
援
策
、「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
の
新
設
、「
離

島
特
別
区
域
制
度
」
の
検
討
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
ソ
フ
ト

施
策
の
大
幅
充
実
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
都
道
県
が
作
成
す
る
事
業
計
画
に
も
と
づ
い
て
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
各
離

島
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
施
策
支
援
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
詳
細
な
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
こ
れ
か
ら
政
令
で
定
め
ら
れ

ま
す
が
、
既
存
の
各
種
事
業
に
加
え
、
離
島
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
新
設
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
も
、
政
令
へ
の
記
載
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
各
年
度
の
予
算
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
各
種
事
業
に

法
的
根
拠
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
予
算
確
保
が
よ
り
確
実
な

も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、「
離
島
特
別
区
域
制
度
」
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
制
度

設
計
や
法
制
化
は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
離
島
な
ら
で

は
の
制
約
を
取
り
払
う
規
制
緩
和
策
の
実
現
な
ど
、
島
側
か
ら
の
要

望
を
根
底
に
据
え
た
制
度
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
改
正
法
の
内
容

●
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さ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
喫
緊
の
課
題
は
、
住
民
の
意
向
を

踏
ま
え
た
真
に
実
効
性
あ
る
離
島
振
興
計
画
案
の
策
定
で
あ
り
、
ま

た
、
新
法
の
内
容
に
見
合
う
国
家
予
算
の
確
保
に
向
け
た
努
力
で
あ

る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
離
島
振
興
計
画
案
は
、
来

年
度
か
ら
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
離
島
振
興
施
策
の
礎
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
今
回
の
改
正
で
計
画
案
策
定
の
際
に
は
離
島
住
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
す
で
に
住
民
と
の
懇
談
な
ど
を

進
め
ら
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
各

島
の
実
情
に
即
し
た
独
自
の
振
興
計
画
案
を
確
立
す
る
こ
と
こ
そ
が

肝
要
で
す
。
離
島
の
置
か
れ
た
苦
境
の
改
善
、
抱
え
る
諸
問
題
の
解

決
に
向
け
て
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
り
、
新
法
の
精
神
を
ふ
ま
え

た
わ
れ
わ
れ
の
創
意
工
夫
と
気
概
が
試
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

関
係
都
道
県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
市
町
村

計
画
案
を
で
き
る
限
り
尊
重
し
た
計
画
を
策
定
し
、
離
島
活
性
化
交

付
金
計
画
と
合
わ
せ
て
所
管
省
庁
へ
提
出
を
い
た
だ
き
た
い
。
国
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
実
施
を
し
っ
か
り
と
担
保
す
る
事
業
予

算
を
確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
法
の
附
則
に
は
、「
財
源
の
確
保
に
係
る
検
討
」「
防
災

機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
の
財
政
上
の
措
置
等
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
附
帯
決
議
に
も
、
ソ
フ
ト
事
業
支
援
施
策
の
積
極
的
な
活
用

を
は
じ
め
、
離
島
航
路
・
航
空
路
の
安
定
的
な
支
援
措
置
の
検
討
、

離
島
特
区
制
度
に
関
す
る
新
た
な
法
整
備
の
早
急
な
検
討
な
ど
が
記

述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
関
係
国
会
議
員
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
党
派

を
超
え
た
枠
組
み
を
生
か
し
、
今
後
も
残
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
心
よ
り
願
う
次
第
で
す
。

今
回
の
法
改
正
特
集
で
は
、
ま
ず
国
土
交
通
省
離
島
振
興
課
よ
り

改
正
離
島
振
興
法
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
、
続
い
て
与

野
党
実
務
者
会
議
に
参
画
さ
れ
た
議
員
各
位
を
中
心
に
、
各
党
お
一

方
ず
つ
、
改
正
法
成
立
に
至
る
経
緯
と
議
論
の
内
容
、
離
島
振
興
政

策
の
展
望
を
含
め
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
実
務
者
会
議
に
お
け
る
と
り
ま
と
め
役
を
担
わ
れ
た
民

主
党
の
打
越
あ
か
し
離
島
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局
長
に
、

改
正
法
各
条
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
概
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
、

特
集
末
尾
の
新
旧
対
照
条
文
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
改
正
法
の
大
要
を
把
握
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
離
島
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
画
期
的
な
法

制
定
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
国
会
議
員
各
位
、
法
制

局
や
国
土
交
通
省
ほ
か
関
係
省
庁
の
方
々
、関
係
団
体
の
皆
様
、法
改

正
検
討
会
議
の
有
識
者
各
位
、
そ
し
て
本
法
成
立
を
力
強
く
導
い
て

こ
ら
れ
た
闍
野
宏
一
郎
前
会
長
を
は
じ
め
本
会
会
員
諸
氏
の
積
年
の

ご
努
力
に
対
し
、あ
ら
た
め
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
■

特
集
　
離
島
振
興
法
改
正
│
│
①
改
正
法
へ
の
期
待

改
正
法
へ
の
期
待
と
課
題

●

本
特
集
の
構
成
に
つ
い
て

●


